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町
長
コ
ラ
ム

縄
文
ル
ネ
サ
ン
ス

　
　
　
　理
想
郷
ふ
な
が
た

　
南
米
の
第
40
代
ウ
ル
グ
ア
イ
大
統
領
で

あ
っ
た
ム
ヒ
カ
氏
は
、
世
界
一
貧
し
い
大

統
領
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
、
豊
か

さ
や
人
生
で
大
切
な
こ
と
に
つ
い
て
「
貧

乏
な
人
と
は
、
欲
が
多
す
ぎ
て
満
足
で
き

な
い
人
の
こ
と
で
す
」、「
発
展
は
幸
福

を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い

の
で
す
。
愛
を
育
む
こ
と
、
人
間
関
係
を

築
く
こ
と
、
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
、
友

達
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
必
要
最
低
限
の

物
を
持
つ
こ
と
。
発
展
は
、
こ
れ
ら
を
も

た
ら
す
べ
き
な
の
で
す
。
幸
福
が
私
た
ち

の
も
っ
と
も
大
切
な
も
の
だ
か
ら
で
す
」

な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す
。
彼
の
言
葉
は
、

世
界
中
の
人
か
ら
共
感
を
得
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
１
月
20
日
に
第
45
代
ア
メ
リ
カ

大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
を
宣
言
し
た
ほ
か
、

数
々
の
過
激
な
発
言
に
世
界
情
勢
が
不
透

明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
も
影
響

が
出
る
で
し
ょ
う
。
二
人
の
大
統
領
の
言

葉
は
、
あ
ま
り
に
も
違
い
ま
す
。

　
縄
文
ル
ネ
サ
ン
ス
を
掲
げ
て
い
る
舟
形

町
は
、
心
の
豊
か
さ
を
醸
成
し
な
が
ら
発

展
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
13
日
に
元
議
長
の
佐
藤
勝
氏
が
急
逝
し

ま
し
た
。
故
人
の
生
前
の
業
績
と
お
人
柄

を
偲
び
つ
つ
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
希
望

に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
２
月
に
町
長
に
就
任
し
、
早
一

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
顧

み
ま
す
と
、
就
任
当
初
は
社
会
福
祉
法

人
陵
風
会
が
堀
内
小
学
校
跡
地
に
進
め

て
い
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設

計
画
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

広
報
ふ
な
が
た
10
月
号
で
白
紙
撤
回
と

な
っ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

施
設
福
祉
の
在
り
方
や
行
政
運
営
に
お

け
る
総
意
形
成
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
の
台
風
９
号
で
は
、
町

内
全
域
に
土
砂
災
害
警
報
が
出
さ
れ
、

西
又
・
松
橋
地
区
に
町
政
初
と
な
る
避

難
勧
告
を
発
令
す
る
な
ど
、
こ
こ
最
近

で
は
例
の
な
い
災
害
対
応
と
な
り
ま
し

た
。
人
命
に
及
ぶ
災
害
で
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
農
地
へ
の
土
砂
の
流
入
や
冠

水
な
ど
、
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
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、
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の
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号
で
は
、
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内
全
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に
土
砂
災
害
警
報
が
出
さ
れ
、

西
又
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松
橋
地
区
に
町
政
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な
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難
勧
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を
発
令
す
る
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ど
、
こ
こ
最
近

で
は
例
の
な
い
災
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対
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と
な
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ま
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。
人
命
に
及
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・最上地区交通安全協会「優良運転者表彰」
・雪害事故防止週間のお知らせ

【
酉
年
の
主
な
出
来
事
】

昭
和
44
年

　
○
東
京
舟
形
友
ノ
会
結
成

　
○
町
観
光
審
議
会
発
足

　
○
長
沢
駐
在
所
新
築
落
成

昭
和
56
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
Ｂ
＆
Ｇ
舟
形
海
洋
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン

　
○
長
沢
保
育
所
オ
ー
プ
ン

　
○
町
歴
史
民
俗
資
料
館
オ
ー
プ
ン

　
○
第
１
回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
開
催

平
成
5
年

　
○
主
要
地
方
道
　新
庄
次
年
子
村
山
線

　
　
富
田
バ
イ
パ
ス
開
通

　
○
舟
形
若
あ
ゆ
温
泉
オ
ー
プ
ン

　
○
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
ン
ド
完
成

　
○
第
１
回
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
開
催

平
成
17
年

　
○
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
本
格
ス
タ
ー
ト

　
○
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
設
置

今
年
は
酉
年
で
す

今
年
は
酉
年
で
す

そ
こ
で
、
町
議
会
議
員
と
共
に
国
や
県

に
陳
情
を
行
い
、
支
援
を
頂
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
町
の
防
災
対
策
に
お
け

る
課
題
も
見
つ
か
り
、
今
後
、
防
災
計

画
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
昨
年
は
、
地
域
福
祉
の
拠

点
で
も
あ
る
光
生
園
の
移
転
改
築
、
内

水
面
漁
業
の
活
性
化
の
た
め
の
サ
ケ
ふ

化
場
の
落
成
な
ど
、
新
た
な
事
業
展
開

へ
の
礎
も
着
々
と
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
就
任
し
て
す
ぐ
に
着
手
し
た
生

活
道
路
の
整
備
補
助
は
、
町
民
の
皆
様

に
ず
っ
と
舟
形
に
住
ん
で
い
た
だ
く
た

め
の
施
策
で
す
。
ま
ず
は
雪
の
苦
労
を

い
か
に
軽
減
で
き
る
か
、
そ
の
こ
と
で

生
活
の
利
便
性
を
確
保
し
て
い
く
こ
と

が
急
務
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
自
助
・
共
助
と
し
て
、
町

民
・
家
族
・
地
域
の
な
か
で
果
た
し
て

き
た
助
け
合
い
が
、
近
年
の
人
口
減
少

や
高
齢
化
に
伴
っ
て
困
難
と
な
る
風
潮

に
あ
り
、
そ
の
困
難
に
な
っ
た
部
分
が

公
助
へ
の
依
存
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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が
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確
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し
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考
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、
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の
人
口
減
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や
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に
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な
る
風
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に
あ
り
、
そ
の
困
難
に
な
っ
た
部
分
が

公
助
へ
の
依
存
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
公
平
で
画
一
的
な

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
け
で
は
、
十

分
に
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　
舟
形
町
で
は
、
「
住
ん
で
い
る
人
が

誇
れ
る
町
・
豊
か
な
舟
形
」
を
目
指
し

て
、
今
年
も
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

賜
り
な
が
ら
、
町
内
で
が
ん
ば
っ
て
い

る
人
へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
農
業
問
題

や
高
齢
者
対
策
な
ど
の
課
題
と
向
き
合

い
、
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
、

ず
っ
と
住
み
た
い
舟
形
の
た
め
に
力
を

注
い
で
ま
い
り
ま
す
。
本
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も
よ
り
一

層
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ご
支
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力
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賜
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申
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上
げ
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す
。
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と
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祈
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、
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と
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ま
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。
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め
い

｜広報ふながた 29.1３ 広報ふながた 29.1｜２

　１月15日、舟形若あゆ温泉で
新春神楽の披露と新春フェアな
どが行われました。
　神楽を舞った猿羽根神楽愛好会
（会長　斎藤松義さん）は、現在
５名の会員がおり、神楽の獅子
頭は斎藤さんが作っています。
　また、普段は舟形徳洲苑など
の福祉施設で慰問活動を行なっ
ているそうです。

平
成
29
年

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ舟

形
町
長
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長
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広
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未
満
児
保
育
の
需
要
が
増
加

　
現
在
、
町
の
人
口
は
減
少
し
続

け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
世
代
の
人

口
（
０
〜
11
歳
）
で
は
、
平
成
16

年
以
降
だ
け
で
も
110
名
（
約
20

％
）
減
少
し
て
お
り
【
図
１
】、

今
後
、
平
成
31
年
ま
で
に
、
現
在

よ
り
さ
ら
に
10
％
程
度
減
少
し
て

い
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
の
子
ど
も
が
減
少
す
る
中
、

保
育
園
の
利
用
状
況
に
も
変
化
が

あ
り
、
３
〜
５
歳
児
で
平
成
28
年

か
ら
33
年
ま
で
に
約
10
％
減
少
す

る
見
込
み
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
核
家
族
化
や
働

く
女
性
の
増
加
等
、
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
未
満
児
（
０
〜
２

歳
）
の
保
育
園
利
用
数
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
は

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
社
会
福

祉
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る

営
利
を
目
的
と
し
な
い
民
間
組
織

で
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
を
め
ざ
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
相
談
活
動
、
共
同
募
金
運
動
へ

の
協
力
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

全
国
的
な
取
り
組
み
か
ら
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
活
動
ま
で
、
地
域

の
福
祉
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

町
の
保
育
方
針
を
引
き
継
ぐ

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
保
育

園
で
働
い
て
い
る
保
育
士
を
対
象

と
し
て
、
昨
年
10
月
に
職
員
採
用

試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
保
育
の
基
本
方
針

で
あ
る
保
育
経
営
計
画
に
つ
い
て

は
、
国
の
保
育
指
針
が
来
年
度
以

降
改
正
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

れ
を
受
け
て
、
町
で
は
、
保
育
士

と
一
緒
に
計
画
を
見
直
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
保
育
の
質
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
な
子
育
て
支
援
施

設
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

保
・
小
・
中
の
一
貫
教
育

　
ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会

長
は
町
長
で
す
。
他
の
民
間
会
社

へ
の
委
託
と
違
い
、
現
在
の
町
の

保
育
方
針
を
そ
の
ま
ま
委
託
で
き

ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
「
ヴ
ィ

ー
ナ
ス
プ
ラ
ン
」
に
よ
っ
て
、
保

育
の
提
供
と
同
時
に
幼
児
教
育
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
保
育
業

務
の
委
託
後
は
、
現
在
町
で
推
進

し
て
い
る
「
保
・
小
・
中
一
貫
教

育
」
に
つ
い
て
も
、
変
わ
る
こ
と

な
く
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　
保
育
士
の
人
数
や
保
育
の
内
容

が
現
在
と
変
わ
ら
ず
、
保
育
の
質

が
向
上
す
る
。
そ
の
よ
う
な
安
定

し
た
保
育
を
継
続
し
て
提
供
で
き

る
委
託
内
容
と
す
る
た
め
、
保
育

所
運
営
検
討
委
員
会
等
で
、
今
後

も
協
議
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
税
務
福
祉
課
福
祉
国
保
班

☎
（
32
）
２
１
１
１
（
内
線
341
）

利
用
方
法
や
ル
ー
ル
は
同
じ

　
保
育
園
を
利
用
す
る
保
護
者
の

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、
利
用
方
法

や
ル
ー
ル
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
か
が
心
配
な
点
だ
と
思
い
ま
す

が
、
基
本
的
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。
保
育
園
入
所
の
申
込
み
や
、

そ
れ
に
伴
う
認
定
審
査
、
保
育
料

の
決
定
等
は
町
で
行
い
、
納
付
先

も
町
の
ま
ま
で
す
。【
図
２
】

正
規
職
員
の
保
育
士
が
減
少

　
町
で
は
、
行
政
改
革
の
取
り
組

み
を
優
先
し
、
保
育
士
の
新
規
採

用
を
し
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
平

成
20
年
に
は
正
規
職
員
の
保
育
士

が
８
名
在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
全
職
員
29
名
中
の
90
％

が
臨
時
職
員
で
、
多
数
を
占
め
ま

す
。
そ
の
た
め
、
正
規
職
員
だ
け

で
は
担
当
業
務
を
す
べ
て
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、
臨
時
職
員
も
正
規

職
員
の
業
務
の
一
部
を
担
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

　
ま
た
、
一
年
雇
用
の
た
め
に
職

員
の
定
着
率
が
悪
く
、
安
定
し
た

保
育
の
提
供
と
い
う
点
か
ら
も
将

来
的
に
心
配
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

最
近
の
傾
向
で
は
未
満
児
の
保
育

利
用
が
増
加
し
て
お
り
、
保
育
士

の
確
保
に
毎
年
苦
労
し
な
が
ら
、

保
護
者
の
要
望
に
応
え
よ
う
と
し

て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
、

保
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

「
保
育
士
の
正
規
職
員
化
」
と

「
町
で
行
な
っ
て
い
る
保
育
内
容

の
継
続
」
を
目
的
と
し
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
の
業
務
委
託
を
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

子どもは未来のたからもの子どもは未来のたからもの子どもは未来のたからもの
保育業務を社会福祉協議会に委託します保育業務を社会福祉協議会に委託します
　平成20年４月、長沢保育所、舟形保育所及び南部保育所が統合され、公設公営の
「舟形ほほえみ保育園」がスタートしました。現在、町で唯一の子育て支援施設と
して、約140名の子どもたちが毎日健やかに過ごしています。
　来年で10年目を迎える保育園ですが、保育の質の向上のため、平成29年４月か
ら舟形町社会福祉協議会に保育業務を委託することになりました。

　平成20年４月、長沢保育所、舟形保育所及び南部保育所が統合され、公設公営の
「舟形ほほえみ保育園」がスタートしました。現在、町で唯一の子育て支援施設と
して、約140名の子どもたちが毎日健やかに過ごしています。
　来年で10年目を迎える保育園ですが、保育の質の向上のため、平成29年４月か
ら舟形町社会福祉協議会に保育業務を委託することになりました。

【図１】子ども世代の人口推移

【図2】社会福祉協議会、利用者、町の関係
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子育て支援
定住促進

保育の質の向上
安定した保育の提供

①入
所申
し込
み ⑧運営費の支払い

⑦運営費の算定

③入所者の通知・調整
⑤保
育料
の通
知

②面
接・
保育
の必
要性
の確
認

　決
定通
知書

⑥保
育料
の支
払

利用者
（保護者）

保・小・中一貫教育

700

600

500

400

300

200

100

0

10％
9％
8％
7％
6％
5％
4％
3％
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1％
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8.3％

（単位：人）

311

255

平成16年度 平成17年度 平成18年度

０~５歳

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

8.5％

311

264

8.3％

293

264

8.4％

280

275

8.2％

261

274

8.4％

276

264

8.2％

268

254

8.1％

258

248

8.2％

271

231

8.1％

267

255

8.4％

278

255

8.0％

260

255

６~11歳 総人口に占める割合

ほほえみ保育園
（社会福祉協議会）

町

④入所
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特集：子どもは未来のたからもの 特集：子どもは未来のたからもの

Ｑ
．
委
託
す
る
と
、
保
育
料
が

　
　
　
　
　
　
上
が
る
の
で
は
？

Ａ
．
保
育
料
や
、
そ
の
他
保
護
者
負
担
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

Ｑ
．
正
規
職
員
化
に
よ
り
人
件
費

　
　
が
増
え
て
、
財
政
負
担
に

　
　
　
　
　
　
　
な
る
の
で
は
？

Ａ
．
町
か
ら
の
委
託
費
が
増
加
し
ま
す
が
、

保
育
士
を
確
保
し
、
保
育
の
質
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
人
件
費
は
、
正
規
職
員

の
保
育
士
を
除
く
と
約
５
，０
０
０
万
円

で
し
た
。

Ｑ
．
給
食
は
ど
う
な
る
の
？

Ａ
．
基
本
的
に
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
献
立
は
栄
養
士
が
作
成
し
、
調
理
は
社
会

福
祉
協
議
会
で
新
し
く
雇
用
す
る
調
理
師

が
行
い
ま
す
。

Ｑ
．
町
外
か
ら
も
入
所
で
き
る

　
　
　
　
　
　
よ
う
に
な
る
の
？

Ａ
．
町
外
か
ら
の
入
所
希
望
者
は
、
住
所

を
有
す
る
市
町
村
を
通
じ
て
、
町
と
協
議

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
ど
う
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
へ
委
託
す
る
の
？

Ａ
．
理
由
が
４
つ
あ
り
ま
す
。

①
保
育
士
を
正
規
職
員
化
で
き
る

　
経
験
豊
富
な
保
育
士
を
長
期
に
安
定
し

て
確
保
で
き
、
ま
た
、
保
育
士
の
意
識
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。

②
園
長
等
を
町
か
ら
派
遣
で
き
る

　
公
立
と
し
て
の
保
育
の
継
続
性
が
保
て
、

保
護
者
も
安
心
感
が
得
や
す
い
と
考
え
ま

す
。

③
理
事
・
評
議
員
が
、
町
の
各
種
団
体
の

代
表
者
等
で
あ
る

　
町
民
目
線
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
運
営

が
期
待
で
き
ま
す
。

④
福
祉
事
業
を
行
な
っ
て
い
る

　
町
と
同
様
に
利
益
追
求
の
組
織
で
は
な

い
た
め
、
福
祉
の
立
場
か
ら
保
育
園
の
運

営
が
期
待
で
き
ま
す
。

保
育
園
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

　
保
護
者
が
仕
事
や
病
気
等
の
た
め
、
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
、
生

後
６
ヵ
月
経
過
か
ら
就
学
前
ま
で
の
児
童

の
保
育
を
行
い
ま
す
。

▼
定
　
　員
／
170
名

▼
保
育
時
間
／

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

　
（
開
所
時
間
／
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
）

○
一
時
保
育
（
有
料
）

　
保
護
者
の
事
情
等
で
家
庭
で
の
保
育
が

困
難
と
な
っ
た
と
き
、
一
時
的
に
保
育
し

ま
す
。

※

１
ヵ
月
あ
た
り
10
日
間
ま
で

○
延
長
保
育
（
有
料
）

　
保
護
者
の
勤
務
時
間
等
の
理
由
で
通
常

の
保
育
時
間
を
超
え
て
保
育
が
必
要
な
場

合
、
延
長
し
て
保
育
し
ま
す
。

○
ほ
ほ
え
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　給
付
金

　
保
育
園
等
を
利
用
し
て
い
る
３
歳
以
上

の
児
童
の
保
護
者
に
、
納
付
し
た
保
育
料

の
２
分
の
１
を
給
付
し
ま
す
。

○
無
料
バ
ス

　
通
園
バ
ス
を
無
料
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

平
成
20
年

　
４
月
　
○
３
保
育
所
が
統
合
、
舟
形

　
　
　
　
ほ
ほ
え
み
保
育
園
が
開
園
。

　
　
　
　
公
設
公
営
で
運
営
す
る
こ
と

　
　
　
　
と
な
る
。

平
成
27
年

　
３
月
　
○
定
例
議
会
で
、
保
育
園
運

　
　
　
　
営
方
針
に
つ
い
て
質
問
。
前

　
　
　
　
町
長
が
、
保
育
園
を
平
成
29

    

　
　
年
４
月
を
め
ど
に
民
間
委
託

　
　
　
　
す
る
方
針
を
示
す
。

平
成
28
年

　
３
月
　
○
定
例
議
会
で
、
保
育
園
民

　
　
　
　
営
化
構
想
に
つ
い
て
質
問
。

　
　
　
　
森
町
長
が
、
民
間
委
託
計
画

　
　
　
　
を
引
き
継
ぐ
方
針
を
示
す
。

　
４
月
　
○
保
育
園
保
護
者
会
総
会

　
６
月
　
○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
で
、
保
育
業
務
委
託
に
つ
い

　
　
　
　
て
承
認
。

　
７
月
　
○
保
育
園
職
員
説
明
会

　
８
月
　
○
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

　
　
　
　
で
、
保
育
業
務
等
の
規
約
制

　
　
　
　
定
に
つ
い
て
承
認
。

　
　
　
　
○
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
９
月
　
○
議
会
全
員
協
議
会
で
説
明

　
10
月
　
○
職
員
採
用
試
験

　
11
月
　
○
保
育
園
業
務
委
託
に
つ
い

　
　
　
　
て
の
地
域
座
談
会

　
12
月
　
○
新
入
園
児
募
集
開
始

社
会
福
祉
協
議
会
の
新
し
い

　
　規
則
等
が
縦
覧
で
き
ま
す

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
保
育
業

務
を
受
け
る
た
め
、
規
則
等
の
制

定
・
変
更
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
改
革
に
よ
り
、

定
款
の
変
更
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
と
お
り
、
新
し
い
規
則
等

を
縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
／

２
月
１
日（
水
）
〜
28
日（
火
）

▼
場
　
　所
／

舟
形
町
税
務
福
祉
課
⑤
番
窓
口

▼
縦
覧
方
法
／
窓
口
で
受
付
簿
へ

署
名
後
に
縦
覧
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

舟
形
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
32
）
２
７
３
３

知って
おきたい
保育業務委託

Q & A

発表会（12月）

入園式（４月）

保育園の主な行事

サマーフェスティバル（７月）

運動会（９月）

保護者はどう思っている？保護者はどう思っている？
０～５歳児の保護者のみなさんに聞きました

配布数：120件　回答数：53件（回答率44.2％）
実施日：平成28年８月

Ｑ1．「町社会福祉協議会」へ保育園の運営を委託することについて

Ｑ2．現在の保育サービスを踏まえ、「改善」を望むこと

Ｑ3．「保育園の業務委託」に関すること全般について
特になし　15.5％

保育士を確保し、保育の質の
向上を希望　29.9%

保育士の待遇が良くなり、保育の
質が向上するなら良いこと　18.9%

保育士の待遇が良くなる
ことは良いこと　12.7%

保育料の増額が心配
11.3%

説明不足　9.9%

その他　15.5%

変更になる点はすべて
開示する　1.4%

少子化に伴い保育環境が
縮小されないか心配　1.4%

職員の待遇改善と保育の質の
向上は別問題、反対　1.4%

病児保育の充実　1.4%

町内外を問わず優秀な
保育士を採用　2.8%

未回答　14.1%

延長保育の時間延長、
給食等の改善　7.5%

保育料の増額が心配
7.5%

説明不足　5.7%

分からない　1.9%

保育料の決定は今後も町か　1.9%

民営化後、問題が発生した場合
の責任の所在は　1.9%

保育時間、料金の変更が
なければ問題なし　1.9%

民間ならではのサービス
向上を期待する　3.8%

特になし　38.8％

特になし　49.1%

未回答　7.5%その他　7.5%

未回答　7.5%

子ども目線で行事等を決めるべき
（親子旅行等）　1.5%

満足している。保育士の処遇改善
は良いこと　1.5%

保育料の減額　3.0%

病児病後児保育の
充実　3.0%

現状のサービス維持　5.6%

保育士の質の向上と責任の明確化　4.2%
保育士のがんばりが報われる待遇に　2.8%
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克
雪
対
策
と
保
育
園
の
業
務
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
つ
い
て

　今
年
度
、
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
で
は

「
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
（
克
雪
対
策
）」

と
「
ほ
ほ
え
み
保
育
園
の
業
務
委
託
」
に

つ
い
て
町
長
か
ら
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
の
建
議
書
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
、
建
議
と
い
う
形
で
町
長
に

意
見
を
述
べ
た
も
の
で
、
今
後
の
事
業
実

施
に
お
け
る
判
断
材
料
と
な
り
ま
す
。

　概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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　町
で
は
、
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
の
連
携
強
化
を
図
り
、

住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
「
舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　12
月
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、
建
議
書
を
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
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まちづくり審議委員募集まちづくり審議委員募集
～あなたの意見をまちづくりに活かそう～～あなたの意見をまちづくりに活かそう～

雪に強いまちづくり（克雪対策）雪に強いまちづくり（克雪対策）
～　建議書の概要　～～　建議書の概要　～

ほほえみ保育園の業務委託ほほえみ保育園の業務委託

　町民参加によって町政にみなさんの意見を反映していくために、委員として参加してくださる方
を次のとおり公募します。みなさんのご応募をお待ちしています。
▼審議内容／町長の諮問する行政施策等に関する事項
▼募集人数／６名
▼公募資格／○町内に住所を有し、現に居住している20歳以上65歳未満の方
　　　　　　○公共的・積極的に意見を述べることのできる方
▼任　　期／平成29～30年度（２ヵ年）
▼応募方法／次の事項を申込用紙に記入し、郵送または持参ください。
　　　　　　○住所、氏名、電話番号、性別、生年月日
　　　　　　○現在の職業、勤務先
　　　　　　○応募理由
　　　　　　　※申込用紙はまちづくり課に準備しています。
▼〆　　切／２月24日（金）
▼申込み・問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整班　☎（32）2111（内線313）

現在検討中の克雪対策事業や、実施中の生活路線整備による除雪支援について

現在検討中の社会福祉協議会への保育業務委託について

現在検討中の克雪対策事業や、実施中の生活路線整備による除雪支援について

現在検討中の社会福祉協議会への保育業務委託について

●舟形町除雪計画に加え、福祉分野・
地域づくり分野・防災分野などの観点
から組織横断的・総体的な計画を作成
するのが望ましい。

●相談・問い合わせ窓口の一本化
の検討を含め、町民にわかりやす
いものとすること。

●児童ファーストの観点のもと、
児童への影響が最小限になるよう
に努めること。

●引き続き町が設置主体としての責任を
担うとともに、民間活力の導入により柔
軟、かつ効率的な運営を図ること。

●今後の児童数を考慮した計画的
な職員採用とその年齢構成にも配
慮すること。

●保護者や地域住民にきめ細やかな説明を
行うこと。また事業検証を行い、積極的な
情報提供と意見反映に努めること。

●保護者や地域住民にきめ細やかな説明を
行うこと。また事業検証を行い、積極的な
情報提供と意見反映に努めること。

●高齢化に対応するため、さらなる
取り組みを推進すること。消流雪用
水導入などのハード整備についての
議論を行うこと。

●生活路線の路線選定に
あたっては、公平性と透
明性を担保すること。

●地域住民と道路除雪の受託先オペレータ
との意見交換の場を設けることを検討する
こと。また、町民の雪に対するマナーアッ
プについて議論する場とすること。



｜広報ふながた 29.111 広報ふながた 29.1｜10

《町県民税（住民税）の申告が必要な方》

平成29年１月１日現在、舟形町に住所がある方または住所がなくても生活の根拠がある方で
　　①勤務先で年末調整をしていない方
　　②平成28年の中途で退職した方
　　③勤務先を変えた方で、前職分の所得を会社に報告していない方
　　④２ヵ所以上から給与、報酬などを受けた方
　　⑤給与以外の所得がある方（給与以外の所得が20万円以下であっても住民税の申告は必要です。）
　　　※平成23年分から、公的年金収入が400万円以下で、それ以外の所得金額が20万円以下の方の場合、
　　　　確定申告の必要は無くなりましたが（還付を受ける申告はできます。）、住民税の申告は必要です。
　　　　●給与所得のみの方で年末調整済の方は、町県民税の申告は必要ありません。
　　　　●直接税務署に確定申告をされた方は、町県民税も併せて申告したものとみなされます。　
※収入のない方でも、申告をしないと国民健康保険税の軽減措置や福祉施策などを受けられなくなる場合
　がありますので、ご注意ください。

※寄付金控除…ふるさと納税ワンストップ特例制度の適用を受けた方でも、ふるさと納税先が５団体を超える場合や、医療
費控除などで確定申告を行う場合には、この特例を適用したふるさと納税を含め、すべてのふるさと納税を確定申告書に記
載することが必要です。

▼問い合わせ／舟形町税務福祉課税務班　☎（32）2111（内線391・393）

町県民税･所得税の申告がはじまります町県民税･所得税の申告がはじまります町県民税･所得税の申告がはじまります町県民税･所得税の申告がはじまります町県民税･所得税の申告がはじまります

申告の期限は平成29年3月15日（水）です

堀内、洲崎
富田第１・２

長者原、福寿野、馬形

野、幅、長尾
内山、長沢第１

長沢第２・３

2/6
（月）

2/7
（火）

2/8
（水）

2/9
（木）

2/10
（金）

2/16
（木）

町　内　名相談日 時　間 場　所

農村環境改善
センター
２階研修室

生涯学習センター
２階多目的集会室

13:00～16:30

9:00～12:00
13:00～16:30

9:00～12:00

9:00～12:00
13:00～16:30

9:00～12:00

一の関、舟形第４
紫山、木友、鼠沢

沖の原、西堀

舟形第１・２、大平、小松

経壇原、舟形第３、太折、
向山

2/15
（水）

2/14
（火）

町　内　名相談日 時　間 場　所

役場
３階会議室

役場
３階会議室

2/17～3/15（土・日除く）
町県民税申告・確定申告　

9:00～12:00

13:00～16:30

9:00～12:00
13:00～16:30

9:00～12:00

9:00～16:30

実栗屋、瀬脇、横山、 
真木野、新堀、西又、
松橋

●出生  29人
（前年31人）

●人口密度　47.2人/㎢
（前年48.2人/㎢）

●消防団員　418人
（前年418人）

●世帯　3.0人/世帯
（前年3.0人/世帯）

●死亡  116人
（前年122人）

●婚姻  14組
（前年21組）

●65歳以上人口
2,022人　36.0％

（前年2,017人　35.1％）

●町の歳出（一般会計）
　55億6,227万円（Ｈ27決算）

●小学校児童数  262人（前年270人）
●中学校生徒数  126人（前年123人）

●転入   96人（前年122人）
●転出  133人（前年157人）

●交通事故  10件
死亡１人・負傷10人
（前年13件）

●農家戸数　606戸
（前年617戸）

●火災　１件
（前年１件）

●経営耕地面積　1,768.5ha
（前年1,769.3ha）
農家台帳より農業共済細目書より

●水洗化率　86.3％
（前年84.9％） （前年44億1,719万円）

●町の歳入（一般会計）
58億3,270万円（Ｈ27決算）
（前年46億5,925万円）

●工業総出荷額　57億17万円
（前年62億5,200万円）

Ｈ26.12末現在

●水道普及率　99.4％
（前年99.5％）

●救急車出場　319件
（前年203件）

●舟形若あゆ温泉利用者数
139,821人

（前年149,063人）

201
7
年版

（平成28年12月31日現在データ）

●人　口
　5,613人　（前年5,736人）
●世帯数
　1,883世帯（前年1,891世帯）

《平成28年分　申告相談日程表》

《確定申告が必要な方》 《申告の際に持参するもの》

①事業所得（営業・農業・その他の事業所得）や不動
　産所得がある方で、平成28年中の所得の合計額
　が基礎控除、その他の控除の合計額を超える方
②土地や建物の売却による所得がある方
③雑損控除や医療費控除、寄附金控除※を受けよ
　うとする方
④給与所得者で
　●給与収入が2,000万円を超える方
　●給与を２ヵ所以上の事業所から受けている方
　●給与以外の所得が20万円を超える方

①印鑑
②源泉徴収票などの収入のわかるもの
③営業、農業、その他の事業所得があった方は、
　帳簿書類、通帳等の収入・支出のわかるもの
④雑損控除、医療費控除、寄附金控除等を受ける
　方は、その支出のわかる領収書等
⑤一般の生命保険料、個人年金保険料、介護医療
　保険料、地震保険料等の領収書・証明書
　※医療費の領収書等は集計して持参ください。
⑥マイナンバーが確認できるもの（個人番号カー
　ドまたは通知カードなど）と、本人確認ができ
　るもの（運転免許証や健康保険証など）



　

 

使
用
者
の
低
年
齢
化

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯
電
話
は
、

以
前
は
「
大
人
の
使
う
物
」
で
し
た
が
、

現
在
は
小
さ
な
子
ど
も
で
も
使
う
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
毎
年
行
な
っ
て
い

る
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

自
分
の
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
小
・
中

学
生
は
少
数
で
す
が
、
保
護
者
か
ら
借
り

て
使
っ
て
い
る
子
ど
も
が
大
半
と
い
う
実

態
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
等
を
含

め
た
電
子
メ
デ
ィ
ア
は
便
利
な
道
具
で
す

が
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
子
ど
も
の
成
長

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
舟
形
ほ
ほ
え
み
保
育
園

や
舟
形
小
・
中
学
校
で
は
毎
年
継
続
し
て
、

「
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
」
や
「
メ
デ
ィ
ア
と

の
上
手
な
付
き
合
い
方
」
に
関
す
る
学
習

や
、
セ
ー
ブ
メ
デ
ィ
ア
へ
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

 

メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る

　
　
　ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

（
平
成
28
年
11
〜
12
月
実
施
／

　
　
　  

対
象…

ほ
ほ
え
み
保
育
園
園
児
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
と
、
園
児

全
体
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
率
は
72.5
％
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
30.8
％
で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら

多
く
の
園
児
が
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

 

正
し
く
賢
い
使
い
方

　
　
　〜
子
ど
も
と
の
約
束
〜

　
電
子
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
に
あ
た
り
、

「
視
力
の
低
下
」、「
夢
中
に
な
り
過
ぎ
て

依
存
に
な
ら
な
い
か
」、「
知
ら
ず
に
課
金

し
た
り
、
危
な
い
サ
イ
ト
に
入
っ
た
り
し

な
い
か
」
等
を
心
配
す
る
保
護
者
が
多
く

い
ま
し
た
。
使
う
と
き
は
「
時
間
を
決
め

て
い
る
」、「
親
と
一
緒
に
使
う
」
な
ど
の

約
束
の
も
と
使
用
し
て
い
る
家
庭
も
あ
る

よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
ぐ
ず
っ
た
と
き

に
動
画
を
見
せ
た
り
、
出
掛
け
た
と
き
に

静
か
に
さ
せ
る
た
め
に
預
け
る
な
ど
、
子

守
り
の
便
利
な
道
具
と
し
て
使
っ
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
現
代
で
は
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
は
保
育
園

か
ら
小
・
中
学
校
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
の

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で
あ
り
、
使

う
こ
と
が
当
た
り
前
の
時
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
健
康
被
害
や
依
存
、
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

問
題
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
れ
る
よ
う
に
、

家
庭
で
の
約
束
を
作
り
、
幼
い
う
ち
か
ら

賢
い
使
い
方
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
委
員
会

　
☎
（
32
）
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３
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９

  

電
子
メ
デ
ィ
ア
依
存

幼
い
う
ち
か
ら
の

  

電
子
メ
デ
ィ
ア
依
存 

に
注
意≪子どもとの約束事項≫ ～ルール作りの参考に～

１．インターネットに接続するときは保護者のいるところで使う。
２．利用する時間帯や接続時間を決め、家族の会話の時間を大切にする。
３．フィルタリングを設定する。
４．氏名、住所やメールアドレス等を安易に入力しない。
５．画像や動画をＳＮＳ等でインターネット上に安易にアップロードしない。
６．インターネット上での買い物は、子ども一人ではしない。
７．自分のユーザーＩＤとパスワード等を他人に教えない。

舟形小・中学校の取り組み舟形小・中学校の取り組み
　
用
途
と
し
て
は
、
上
位
か
ら
、
動
画
視

聴
74.7
％
、
ゲ
ー
ム
48.4
％
、
カ
メ
ラ
41.8
％
に

利
用
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　
特
に
未
満
児
の
使
用
率
が
90.0
％
、
動
画

視
聴
率
が
85.0
％
と
他
の
年
代
と
比
較
し
て

高
く
、
低
年
齢
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
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①スマートフォン

①動画を見る ②ゲーム ③カメラ機能 ④音楽を聞く ⑤LINE ⑥その他

②タブレット ③DSやPSP ④パソコン ⑤ガラケー ⑥その他

｜広報ふながた 29.113 広報ふながた 29.1｜12

学校
保健委

員会だより 2017.1.27／学校保健委員会だより 2017.１.27／学校保健委員会だより 2017.１.27
／学校

保健
委員
会だ
より
 201
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27／

①園児に使用させているメディアは？

②利用目的は？

舟形小学校
　○セーブメディア週間の実施（年５回）
　○メディア利用についてのアンケート（６月）
　○５・６年生対象の講話（７月）
　　　「ネットの便利さと落とし穴」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 LINE㈱　鈴木　慶光氏
　○ＰＴＡ教育講演会（７月）
　　　「ネット環境について子どもと話し合おう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 LINE㈱　鈴木　慶光氏
　○ＰＴＡ家庭教育研修会（11月）
　　　「ネットトラブルの実例と対策について」
　　　　　　　　　　　　　　新庄警察署　佐々木　麻里子氏
　　　「情報端末機器を安全に使用するために」
　　　　　　　　　　　　　　 　リングロー㈱　甲州　　剛氏

舟形中学校
　○定期テスト前のセーブメディア週間の実施
　○生徒指導講話（７月）
　○メディア利用についてのアンケート（11月、１月）
　○講話「SNS、LINE等のトラブルや危険性について」
　　　　　　　　　　　　　　新庄警察署　佐々木　麻里子氏
　○技術や各教科の中でメディアリテラシーについての指導
　　を実施

舟形小・中学校の連携
　○セーブメディア週間に小・中
　　学校で連携して取り組む
　○メディアに関するアンケート
　　調査などを活用し、学校から
　　のお便りで指導を実施

■未満児

■年少児

■年中児

■年長児

■未満児

■年少児

■年中児

■年長児
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わ だ い ②

わ だ い ① ま
ち
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い

わ だ い ⑥

わ だ い ④

わ だ い ⑤

　12月26日、第17回山形ふるさとCM大賞が
山形テレビで放送されました。舟形町は、新庄
南高校３年生の沼澤　南さん（一の関）が監督
を務め、「舟形らず！全員集合」のタイトルで
CMを制作。家に人が集まってくる様子、地域
のつながりや温かい町民性を表現しました。
　入賞はなりませんでしたが、審査委員長からは
「人の温かさを表現している、良いCMだと思い
ます」との講評をいただきました。

舟形らず！全員集合

舟形町の歴史と歩み

　12月22日、舟形大人塾2016公開講座が中央公
民館で行われました。講師に元県立博物館館長の
大友義助氏を迎え、縄文時代から現代に至るまで
の町の歴史について学びました。
　「文化財が語る郷土の歴史」と題し、縄文時代
の小国川流域、中世の猿羽根楯と長沢楯の役割、
近世の戊辰戦争舟形口合戦などについて講演。約
20名の参加者は、歴史をひも解く話に熱心に聞き
入っていました。

豪雪対策本部を設置

　１月11日からの大雪により町内における積雪深が
140cmに達したことから、町では、町民の安全を
確保するため「舟形町豪雪対策本部」を１月16日に
設置しました。今後も断続的に降雪が予測されるこ
とから、十分な安全対策を行なってください。
【町内の主な被害】１月19日現在
　・除雪作業中に負傷（２名）
　・車庫倒壊（３棟）
　・パイプハウス等が全半壊（16棟）

わ だ い ③

男性のための料理教室

　１月13日、男性のための料理教室が保健センタ
ーで行われました。参加者９名は、減塩と生活習慣
病予防について学んだ後、町食生活改善推進員のみ
なさんから指導を受けて調理実習に挑戦しました。
この日のメニューは「ミルフィーユ味噌カツ」と
「ほうれん草の中華風炒め」、「減塩みそ汁」の３
品です。
　参加者の一人は、「普段はだいぶ濃い味付けで作っ
ているとわかりました」と感想を話してくれました。

　１月18日、沖縄中部広域市町村圏の62小学校の５
年生67名が、舟形小学校を訪れました。これは、最上
広域市町村圏事務組合が毎年実施している派遣交流事
業の一環です。平成元年に始まり、最上地域からは夏
に沖縄へ訪問、冬は沖縄の児童が最上地域を訪れてい
ます。
　今回は、舟形小学校が受け入れ先となりました。児
童たちは雪遊びのほか、鮎等の町の食材を活かした給
食などを一緒に楽しみ、交流していました。

沖縄からよくきてけったにゃ～

　１月14日、リングロー㈱が旧長沢小学校に整備を
進めている「長沢集学校」の改修工事が始まるのを前
に、約20名の町民が集まり、昔の思い出を語りなが
ら、校舎への感謝の気持ちや集学校への期待を、改修
前の職員室の壁に次々と書いていきました。
　同社社長の碇　 敏之さんは「長沢小学校を思い出せ
るような形で校舎を活用し、みなさんと新しい思い出
を作っていきたいです」と話していました。長沢集学
校は来春４月にオープンする予定です。

小学校から集学校へ

▶75名が５名ごとのチームに分かれ、
輪投げを通して交流を深めました。

老人クラブ
東部地区ワナゲ交流大会

１
20

▶園児たちと町老人クラブ連合会が、
一緒に水木団子を飾りました。

舟形ほほえみ保育園
稲の豊作と防火を願い

１
13

▶12月中旬から１月中旬にかけ、各地
で伝統行事の御柴灯が行われました。

町内各地
五穀豊穣と安全祈願

１
８

▶本町通りを分列行進した後、上空
に向かって祝賀放水を行いました。

町消防安全祈願祭・出初め式
今年一年の無火災を願って

１
８

▶子どもたちが、滑り台などを使って
楽しそうに遊んでいました。

堀内出張所キッズルーム
冬期の遊び場が完成

１
５

▶そば打ち蕎舟会のみなさんを講
師に、年越しそばを打ちました。

そば打ち講座
そば打ち文化の継承

12
25

｜広報ふながた 29.１15 広報ふながた 29.１｜14
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あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整班
☎（32）2111（内線313）

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）　かまくらレストランは冬の間だけオ

ープンするレストラン。おばあさんの
おいしいおしるこを食べたら、心も体
もぽっかぽか。詩情豊かな文章と物語
で彩られた絵本です。

　こわーい鬼って本当にいるのかな？
節分の豆まきをするねずみの親子。窓
から見えるのは鬼…かと思いきや木だ
ったり。窓あき仕掛けでドキドキびっ
くりな絵本です。

お
に
は
ー
そ
と
！

き
む
ら
ゆ
う
い
ち
／
著

か
ま
く
ら
レ
ス
ト
ラ
ン

真
珠
ま
り
こ
／
著

タバコは町内で買いましょう。
11月のタバコ税は1,591,620円

２月の舟形若あゆ温泉の
休館日は8日㈬

舟形小学校
旧堀内小学校
富長交流センター
長沢交流センター

0.04
0.04
0.04
0.04

0.04
0.04
0.04
0.04

  晴　
〃
〃
〃

○空間放射線量測定結果
測定日／１月６日㈮

測定場所 天候 測定値（μsv/h）
1m0.5m

○水道水に含まれる放射性物質測定結果
測定日／12月22日㈭

採水場所 ヨウ素 セシウム
舟形町役場 不検出不検出
～人体に影響はありません～

忘れずに納税しましょう。

２月の納期

２月28日（火）まで

◆国民健康保険税5期
◆介護保険料8期
◆後期高齢者医療保険料5期

最上地区交通安全協会

最上地区交通安全協会舟形支部理事

▼問い合わせ／舟形町総務課危機管理室　☎（32）2111（内線 232）

「優良運転者表彰」
　最上地区交通安全協会では、次の優良運転者の方を平成29年春に表彰し
ますので、規定に該当する方は申請してください。
▼各賞と該当規定／
　『ダイヤモンド賞』30年以上無事故無違反者
　『金　　　　　賞』20年以上無事故無違反者
▼申請に必要なもの／
　・申請書（交通安全協会舟形支部理事または舟形町総務課に準備しています。）
　・無事故無違反証明書交付手数料　400円
▼申請先／最寄りの安協舟形支部理事または舟形町総務課危機管理室
▼〆　切／２月10日（金）

担当地区 氏　名（町内名）
野
幅
長尾
内山
長沢第１
長沢第２
長沢第３
経檀原
大平・鼠沢
一の関
舟形第１
舟形第２

舟形第３

舟形第４

伊藤　　晋（野）
伊藤　貴大（幅）
八鍬　　進（長尾）
伊藤　　潔（内山）
阿部　義春（長沢第１）
井上　　明（長沢第２）
髙橋新志郎（長沢第３）
大場　雅之（経檀原）
高山　一治（大平）
伊　　　剛（一の関）
佐藤　武憲（舟形第１）
小野寺新一（舟形第２）
伊藤　良樹（舟形第３）
古川　　誠（舟形第３）
伊藤　暢英（舟形第４）
佐藤　広幸（舟形第４）

担当地区 氏　名（町内名）
紫山
沖の原

西　堀

木　友
長者原・小松
福寿野・馬形
富田第１
富田第２
太　折

堀内・瀬脇

実栗屋
洲崎・横山
真木野・新堀
西又・松橋

竹屋　広美（紫山）
芳賀　繁美（沖の原）
生駒　雄司（西堀）
沼澤　　淳（西堀）
鈴木　敏昭（木友）
溝口　好　（長者原）
田中　　正（福寿野）
森　　　晃（富田第１）
早坂　　昭（富田第２）
庄司　　洋（太折）
成澤　浩一（堀内）
成澤　清美（堀内）
加藤　博之（実栗屋）
澤内　修一（洲崎）
海藤　寛之（真木野）
斉藤　秀一（西又）

安全な服装
　○ヘルメット（あごひもを締める。）　　　○防寒性ゴム手袋
　○動きやすい服装（厚着はダメ。）　　　　○ゴム長靴（滑りにくいもの。）
　○安全帯（幅広で絞まらないもの。）　　　○命綱（滑りにくく、緩みにくいもの。）　
　▼問い合わせ／山形県企画振興部市町村課　☎ 023（630）2680

①作業は２人以上で（やむを得ず１人の時は携帯電話を持っていく。）
②服装は濡れないもの、汗をかきすぎないもの（防水・防汗）
③はしごはしっかり固定（足元も先端も。角度は75度に。）
④高所作業（２m以上）では命綱は必須
⑤道具はスキルに合わせて。メンテナンスもしっかり
⑥気温が高い時は屋根の雪のゆるみに注意
⑦体調管理は万全に（準備運動で体を温める。早目の水分補給。）

　１月20日（金）から２月５日（日）は、「雪害事故防止週間」です。
　雪による事故被害の原因で最も多いのは、自宅などの屋根の雪下ろし中で、特に高齢者の
方が事故に遭うケースが多くなっています。
　雪下ろし作業は次のポイントに注意して、安全に行いましょう。

安全な雪下ろし作業例

雪下ろしの『７つのポイント』

雪害事故防止週間のお知らせ雪害事故防止週間のお知らせ

ヘルメット
安全帯
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歌
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どとう

○掲載を希望される方は、届け出の

　際にお申し出ください。

２歳頃の駿太さん

家族からのメッセージ

◆現在の職業は？…………

◆自分を一言で？…………

◆夢は？……………………

◆趣味は？…………………

◆尊敬する人は？…………

◆舟形町の良いところは？…

◆10年後の舟形町は？……

◆成人式を終えて一言……

警察官

ポジティブ

かっこいい警察官

ドライブ  

両親、親戚一同  

落ち着くところ

今のままで変わらないでほしい

社会人として恥ずかしくない行動をしていきます

髙橋　駿太さん（舟形第１） camera 
 angle

camera 
 angle

しゅんた

男

女

計

世帯

人口と世帯

：2,753人
：2,860人
：5,613人
：1,883世帯

（-10）
（-２）
（-12）
（-5）

（  ）は前月比

（現在）

選挙人名簿登録者数

男性　2,338人
女性　2,486人 計4,824人

(12/２現在）

12
31

　成人おめでとう。自分を信じ
てがんばって決めたこれからの
道。感謝の気持ちを忘れずに進
んでください。応援しています。

父　勝　行  さん
母　恵　子  さん

  より

野

長沢第１

長沢第１

長沢第３

紫　　山

紫　　山

沖 の 原

鼠　　沢

西　　堀

西　　堀

西　　又

えんじゅ荘

えんじゅ荘

ほ な み

82（義　範）
95（信　明）
41（康　雄）
92（本　人）
77（　勇　）
95（　登　）
71（直　也）
93（　孝　）
86（半田清一郎）
86（　明　）
81（秀　一）
90（本　人）
99（本　人）
81（本　人）

伊藤　　江
伊藤　ナツ
高橋　胡桃
伊藤　勘治
治部ユキ子
横瀬　　元
庄司　　力
山川　美一
佐藤トヨ子
齊藤ヨシエ
斉藤　秀吏
伊藤シヅエ
大場サワノ
佐藤　ミキ

（世帯主）◆□おくやみ申しあげます

成人式を迎えました！成人式を迎えました！

　ここでは書ききれない日々の活動や暮らしのこと、想いを綴った
日記（ブログ）をインターネットで公開しています。ご意見・応援
のメッセージなどをお寄せください。

★宇都木俊昭ブログ『舟形町より愛をこめて』http://ameblo.jp/toshiaki1007/
◎出井浩貴ブログ『徒然なるままに』http://ameblo.jp/idei0427//4334/
●太田和慶ブログ『んまい！ふながた』http://ameblo.jp/kazuyoshi-ohta/
◇長江　亨ブログ『ながえもんのガタガタ日記』http://ameblo.jp/toru-nagae0513/

～地域おこし協力隊員のつぶやき～～地域おこし協力隊員のつぶやき～

　地域おこし協力隊の宇都木俊昭、出井浩貴、太田和慶、長江亨です。

このコーナーでは、私たちが舟形町の魅力を発見し、地域のみなさんに

お伝えしていきます。

　今月は、宇都木隊員と長江隊員の活動を紹介します。

～Vol.58～

今月の宇都木隊員

ふ な こ い

舟恋舟恋

　明けましておめでとうございます。
今年も舟形で年越しでしたが、昨年と
違い雪が少なく、年末年始は軽いフッ
トワークで町内を回っていました。
　さて、協力隊の任期も残すところ３
ヵ月となり、いよいよまとめに入る時
期となりました。どのように締めくく
るかを考えていたところ、先輩協力隊
の小林信之さん、神山佳奈枝さんが舟
形に遊びに来てくれました。近況報告
も兼ねて相談ができ、とても有意義な
時間を過ごすことができました。

今月の長江隊員
　明けましておめでとうございます。
舟形町に来て１年が経ちました。おか
げさまで雪の暮らしにも慣れてきまし
た（笑）。この１年は本当にたくさん
のことを経験し、怒涛のごとく過ぎて
いきました。みなさんと交流しながら
地域に根差した活動をすることができ、
舟形町に来てよかったと思いました。
　２年目は「挑む」をキーワードに、
一緒に誇れる「舟形町」へ向けて、協
力隊活動を行なっていきたいです。こ
れからもよろしくお願いします。

地域おこし協力隊の先輩と

縄文の女神と

12月２日～１月１日届出分

□お誕生おめでとうございます◆

一 の 関 沼澤　玲奈（　 　）飛　翔
靖　子

れいな

舟形第３ 柴田　莉奈（　 　）寛　之
佐江子

り　な

舟形第３ 眞見妃奈乃（　 　）剛
叶　奈

ひ　な　の

西　　堀 八鍬　葵衣（　 　）強　志
和　子

あおい

６,１３６
２６２
１６７
１５
１９
１０
１２
７
１２
２０

△３１０
△６９
△４２
３
△８
△３
△６
２
△２
△２

２８
２
０
１
０
１
０
０
０
０

△１６
△４
△２
１
△１
１
△１
±０
△１
△１

７,６６９
３６３
２２０
２９
２９
１０
１３
８
８
３３

△３６６
△４０
△３７
１３
△１０
△９
△１０
１
１
４

平成28年12月31日現在

山形県内
最上管内
新 庄 市
金 山 町
最 上 町
舟 形 町
真室川町
大 蔵 村
鮭 川 村
戸 沢 村

発生件数 増　減 死者数 増　減 負傷者数 増　減

　平成28年中の最上管内の人身事故発生状況は、死者数が２名で前年比較で４名減となりました。また、事故
発生件数は262件で69件の減、負傷者数も40名の減となりました。
　町内では、８月に右折待ちの乗用車にトラックが追突する死亡事故が発生しました。事故発生件数は10件で
昨年より３件減少、負傷者数も10名で９名減少しました。一人ひとりが交通安全意識を持ち、事故に遭わない
ようみんなで声を掛け合い交通事故抑止に努めましょう。
　歩行者は、夕暮れ時などで見えにくい状況の時は、夜光反射材等の積極的な活用や明るい服装にするなど、
運転者に自分の存在を知らせることも大事になってきます。

平成28年中における最上管内の交通事故発生状況平成28年中における最上管内の交通事故発生状況



広報ふながた 29.1｜20

　新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
広
報

紙
へ
の
ご
意
見
や
取
材
協
力
な
ど
、

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　今
年
は
、
み
な
さ
ん
に
と
っ
て

読
み
や
す
い
、
読
み
た
く
な
る
よ

う
な
広
報
を
目
指
し
、
変
化
の
年

と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　今
年
も
「
広
報
ふ
な
が
た
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

　（
し
ゅ
ん
）

～2月の主な行事予定～
町PTA連絡協議会（中央公民館）
小学校１日入学（舟形小学校）
保小中セーブメディア期間
中学校新入生説明会（舟形中学校）
町囲碁将棋・オセロ大会（中央公民館）
保育園１日入園（ほほえみ保育園）

３日
７日

9～16日
10日
11日
25日
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　１月15日、新春町民なわとび大会がB&G海洋センターで開催されました。今年は31団体480名が
参加し、呼吸を合わせ一丸となって跳んでいました。結果は下記のとおりです。
　また、今年で30回の節目を迎えたことを記念し、餅まきも行われました。

団体の部
◎小学生の部
　第１位　ホワイトスプリングス　 119回
　　　　　（舟形小６年）
　第２位　レッドキングス　　　　 102回
　　　　　（舟形小６年）
　第３位　レッドラビッツ　　　　　99回
　　　　　（舟形小６年）

◎中学生の部
　第１位　舟形FC　　　　　　　　155回
　第２位　舟形中野球部　　　　　 131回
　第３位　舟中ソフトテニス部　　 122回

◎一般男子の部
　第１位　長者原町内会　　　　　　64回
　第２位　S・F・C（さばねフットボールクラブ）58回
　第３位　舟形ビッグビッグサンダーズ　40回

◎一般女子の部
　第１位　ほほえみクラブ　　　　　18回
　第２位　舟形ピンクサンダーズ　　 7回

◎一般混成の部
　第１位　舟クロペアレンツチーム6年生 40回
　第２位　富長地区６年親子チーム　36回
　第３位　舟形相撲クラブ　　　　　29回

個人の部
◎小中学生男子の部
　第１位　井上　絢翔（舟形中２年）
　第２位　荒川　翔誠（舟形小３年）
　第３位　伊藤　　祥（舟形中１年）

◎小中学生女子の部
　第１位　大場　千幸（舟形小６年）
　第２位　矢口　華鈴（舟形中１年）
　第３位　海藤さくら（舟形中１年）

◎一般男子の部
　第１位　冨樫　政光（洲崎）
　第２位　阿部　誓哉（舟形第３）
　第３位　高橋　浩登（長沢第３）

◎一般女子の部
　第１位　植松　路子（長沢第１）
　第２位　星川　麻紀（舟形第３）
　第３位　森　　寛美（富田第１）

▼問い合わせ／B&G海洋センター
　　　　　　　☎（32）3501

第30回新春町民なわとび大会結果第30回新春町民なわとび大会結果第30回新春町民なわとび大会結果

舟クロBチーム 舟中バドミントン部 福寿野チーム


